
 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 

第２回事業最適化部会 

   

 日時：令和７年６月 25日（水）16時から 

場所：都庁第一本庁舎 15 階 15F 会議室及びオンライン  

 

 

 

議事次第 

 

１  開会 

 

２  審議事項 

（１） 第１回部会における委員からの意見と今後の方向性案に 

ついて 

（２） ７月 13 日 THE ROAD RACE TOKYO の視察について 

 

３  閉会 



【 第２ 回事業最適化部会】 前回の振り 返り

視点① THE ROAD RACE TOKYO・ レイ ンボーラ イ ド の開催のあり 方、 都民支持について

・ 開催場所
・ 開催時期・ 時間
・ 周回コ ース の設定（ THE ROAD RACE TOKYO）
・ イ ベント 開催によ る 地域へのメ リ ッ ト 及び負担
・ 地域の魅力発信
・ 多摩地域振興（ THE ROAD RACE TOKYO）
・ 都民から の支持

視点② 収入増・ 新たな価値創造について

・ ブラ ンド 価値・ 認知度の向上
・ THE ROAD RACE TOKYOと レ イ ンボーラ イ ド の相乗効果
・ リ ピ ータ ーの獲得
・ 協賛金・ 参加料・ 放映権料の獲得
・ 海外発信の強化
・ UCIと の連携（  THE ROAD RACE TOKYOのUCIク ラ ス 向上、 UCI BIKE CITY LABELの活用）

視点③ 費用対効果について

・ 安全対策費（ 人件費や資機材費等） の見直し
・ THE ROAD RACE TOKYOと レ イ ンボーラ イ ド における 共通経費の統合
・ 契約方法の見直し
・ マネジメ ント コ ス ト



〇東京マラ ソ ンのよ う に、 市民と エリ ート の部を一緒に実施する 方が相乗効果も ある （ 早
野）
〇オース ト ラ リ アでのロ ード レ ース のよ う に、 レース と ラ イ ド イ ベント 、 自転車メ ーカー
のショ ーのよ う な複合的イ ベント を開催する こ と で魅力を高める こ と ができ る 。 （ 松倉）
〇ラ イ ンコ ース の難し さ や周回コ ース であれば経費も 下げら れる と いう 点、 ま た多摩地域
を活用し なければなら ないのかと いう 視点を含め、 レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD 
RACE TOKYOを 統合し 同時開催する と いう 考えも ある 。 （ 中村）

【 第２ 回事業最適化部会】 委員から の意見と 今後の方向性案について

〇レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD RACE TOKYOの開催時期や開催エリ アの融合
方
向
性

ポイ ント ① THE ROAD RACE TOKYO・ レ イ ンボーラ イ ド の開催のあり 方、 都民支持について

方
向
性
案

〇両大会の相乗効果の観点から 、 周回コ ース の設定や両大会の連日開催の可能性を検討

〇地元への負担が少なく 、 多く の参加者が楽し める 自転車イ ベント の展開

〇多摩でのロ ード レ ース 開催は、 第２ 回大会後に実施する 関係者ヒ アリ ング 等を 加味し て検討

委
員
か
ら
の
意
見

〇レ イ ン ボーラ イ ド と THE ROAD RACE TOKYOを 連日開催する こ と で相乗効果が向上

〇ワ ンウ ェ イ レ ース の意義は、 沿道風景や観光ス ポッ ト を 映像配信する こ と にある 。 集客をコ

ンセプト と する なら 、 ワ ンウ ェ イ ではなく 周回コ ース が望ま し い

〇よ り 集客を 図る には早朝ではなく 、 昼の時間帯の実施が望ま し い

〇地元と 協力し 、 地元から 盛り 上げる よ う なイ ベン ト へ成長 さ せる 必要がある

〇Ride Londonのよ う に、 フ ァ ミ リ ー層から 上級者ま で、 よ り 多く の参加者が楽し める よ う な

企画が重要

〇交通規制によ る 地元負担と レ ース によ る 地元の満足感のど ちら が大き いかが重要



〇東京マラ ソ ンのよ う に、 市民と エリ ート の部を一緒に実施する 方が相乗効果も ある （ 早
野）
〇オース ト ラ リ アでのロ ード レ ース のよ う に、 レース と ラ イ ド イ ベント 、 自転車メ ーカー
のショ ーのよ う な複合的イ ベント を開催する こ と で魅力を高める こ と ができ る 。 （ 松倉）
〇ラ イ ンコ ース の難し さ や周回コ ース であれば経費も 下げら れる と いう 点、 ま た多摩地域
を活用し なければなら ないのかと いう 視点を含め、 レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD 
RACE TOKYOを 統合し 同時開催する と いう 考えも ある 。 （ 中村）

【 第２ 回事業最適化部会】 委員から の意見と 今後の方向性案について

〇レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD RACE TOKYOの開催時期や開催エリ アの融合
方
向
性

ポイ ント ②収入増・ 新たな価値創造について

方
向
性
案

〇レ イ ンボーラ イ ド を 主体と し たブラ ンディ ングの推進

〇レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD RACE TOKYOの開催手法の工夫や開催エリ アの融合を 検討

〇海外連携の推進によ る ブラ ンド 価値向上の好循環の可能性（ Bike New York、 UCI等）

委
員
か
ら
の
意
見

〇GCT事業のブラ ンディ ングと し て、 両大会を 同時に推進する のは現時点では難し いこ と から 、

知名度の高いレ イ ンボーラ イ ド を 軸にブラ ンディ ング向上を 図る ほう が良い

〇東京マラ ソ ンのよ う に、 市民と エリ ート の部を 一緒に実施する 方が相乗効果がある

〇オース ト ラ リ アでのロ ード レ ース のよ う に、 レ ース と ラ イ ド イ ベン ト 、 自転車メ ーカーの

ショ ーのよ う な複合的イ ベント を 開催する こ と で魅力を 高める こ と ができ る

〇レ イ ンボーラ イ ド と 海外他大会と 繋がり がある なら 、 7大メ ジャ ーマラ ソ ン のよ う に他大会

参加者がレ イ ンボーラ イ ド にも 参加し たく なる 仕組みがあれば好循環が生ま れる

（ 例： 海外他大会連携 ブラ ン ド 価値向上 認知度の向上 協賛金の増 と いう 好循環）

〇UCIのク ラ ス グレ ード を高める こ と は魅力向上につながる が、 日本人の活躍の場が減る こ と

から バラ ンス を取り ながら 実施する 必要がある



〇東京マラ ソ ンのよ う に、 市民と エリ ート の部を一緒に実施する 方が相乗効果も ある （ 早
野）
〇オース ト ラ リ アでのロ ード レ ース のよ う に、 レ ース と ラ イ ド イ ベント 、 自転車メ ーカー
のショ ーのよ う な複合的イ ベント を開催する こ と で魅力を高める こ と ができ る 。 （ 松倉）
〇ラ イ ンコ ース の難し さ や周回コ ース であれば経費も 下げら れる と いう 点、 ま た多摩地域
を活用し なければなら ないのかと いう 視点を含め、 レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD 
RACE TOKYOを統合し 同時開催する と いう 考えも ある 。 （ 中村）

【 第２ 回事業最適化部会】 委員から の意見と 今後の方向性案について

〇レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD RACE TOKYOの開催時期や開催エリ アの融合

ポイ ント ③ 費用対効果について

方
向
性
案

〇両大会を 集約する こ と によ る 運営方法・ 費用の効率化を検討

〇周回コ ース の活用やコ ース の固定化によ る 費用削減を 検討

〇安全対策費については、 安全面を第一に考えたう えで引き 続き 経費を 精査

委
員
か
ら
の
意
見

〇ワ ンウ ェ イ レ ース の困難性や周回コ ース なら 経費も 下げら れる と いう 点から 、 レ イ ンボー

ラ イ ド と THE ROAD RACE TOKYOを 一体的に開催する と いう 考えも ある

〇継続開催と 費用の観点から は周回コ ース 設定と 、 毎回同じ コ ース で実施が効果的

〇レ イ ン ボーラ イ ド の経費は、 安全性の重視と 物価高騰を理由に安全対策費は増加し ている が、

それ以外の項目は効率化さ れている 。 引き 続き 精査を 進めてほし い

〇THE ROAD RACE TOKYO の安全対策費は、 住宅密集地における 大規模な交通規制を 考え

ればむし ろ安いと 感じ た

〇安全対策費は削減し すぎる と 安全性がおろそかになる ので、 注意深く 見直し



【 第２ 回事業最適化部会】 7月13日THE ROAD RACE TOKYOの視察について

ポイ ン ト ① 開催のあり 方、 都民支持について
  〇コ ース 沿道の集客

（ 早朝時間帯の観客数、 応援の状況、 前半ワ ンウ ェ イ コ ース と 後半周回コ ース の比較 等）
〇イ ベント 開催によ る 地域へのメ リ ッ ト 及び負担

     （ 道路混雑状況、 横断ポイ ント 混雑状況 等）
〇フ ィ ニッ シュ エリ ア（ JR青梅駅周辺） における イ ベント の状況
（ 地元団体ス テージ、 沿道自治体PRブース 、 ご 当地キッ チン カー、 レ ース と イ ベン ト の連携 等）
〇地元ボラ ンティ アの活動状況

参考： 地元ボラ ンティ ア700人程度
〇コ ース 体験ラ イ ド （ 一般参加） の状況
（ 参加者の様子、 エリ ート レ ース 直後のフ ァ ンラ イ ド の実施、 沿道応援や盛り 上がり 等）

ポイ ン ト ② 収入増・ 新たな価値創造について
〇会場装飾の状況
（ 大会ロ ゴ・ ルッ ク の掲出、 造作物（ ス テージ、 のぼり 、 フ ェ ンス 等） 、 会場の雰囲気 等）
〇ス ポンサーと の連携
（ ス ポンサーロ ゴの掲出、 ス ポンサーPRブース 、 物品提供、 VIP対応 等）
〇映像配信
（ J SPORTSによ る 映像配信、 パブリ ッ ク ビ ュ ーイ ング 等）

ポイ ン ト ③ 費用対効果について
〇安全対策に係る 資機材・ ス タ ッ フ の配置状況
（ カラ ーコ ーン・ 鉄柵や警備員等の配置、 前半ワ ンウ ェ イ コ ース と 後半周回コ ース の比較 等）

主な視察項目


